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近年、大雨により河川の水位が増大し、橋脚周辺の洗堀が促進したことにより事故が発生

砂州が植生化したことにより砂州が固定化し、橋脚周辺の流れに影響を与えたことが懸念される

砂州と橋脚の位置関係で洗掘、堆積の仕方がどのように変わるのか？

流れ
固定床

移動床

橋脚

対象領域

case10

case50 50

10

100 350 200 150 100

80

単位:cm

実験水路(上:平面図、下:縦断図)

Case50Case0 Case10

左
岸
側

右
岸
側

上
空

実験後の写真

原因は？

最深5.95cm洗掘

最深3.68cm洗掘

最大3.98cm堆積

最深6.21cm洗掘

最深5.03cm洗掘
最大4.19cm堆積

• 橋脚より上流付近に砂州などの障害物が存在しない場合、橋脚上流側付近で局所洗堀が
発生する。

• Case10とCase50は右岸側に最も深い洗掘が確認でき、Case50の方が大きかった。
• 3つのCaseを比較するとCase50の右岸側が最も洗掘された。
• 橋脚と砂州の位置関係によっては、砂州がない場合よりある場合の最大洗掘深が大きく
なる可能性があることを示唆した。
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流量Q=0.02𝑚𝑚3/𝑠𝑠

珪砂5号

通水時間𝑡𝑡 = 3600𝑠𝑠 ※下流端は等流水深
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